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令和５年度 授業改善推進プラン 

 

学力に関する目指す児童像 

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付ける児童 

主体的に学習に取り組む児童 

主体的に学習に取り組ませるために 

◎南池袋小学校 研究主題 

自分自身の問いを「対話」で深め、 

練り上げる児童の育成 

～学びを生み出すファシリテーション～ 

導入の工夫 

児童一人一人が課題をもっ

て学習に取り組めるように。 

展開の工夫 

児童一人一人が主体的に

取り組み、基礎・基本を身

に付けられるように。 

終末の工夫 

児童一人一人が次の学習

につなげられるように。 

基礎的・基本的な知識・技能を 

身に付けさせるために 

◎TOFAS（基礎学力検定）の個票を基

に、児童が自身の苦手分野を把握 

◎ICT（ドリルパークなど）を活用

し、個に応じた学習を進める 

児童の学びを生み出す授業 

児童の実態 

○基礎的・基本的な力に改善の余地がある（理科や社会） 

○分からない言葉があっても、調べようとしない 

○学習したことやテストの振り返りをしない 

○自分で計画を立てて学習することが少ない 

【別紙１】 



学校名 豊島区立駒込中学校 

校長名  岡泉 美和子 

 

学校の教育目標 

◎ よく考え自主的に学習する生徒に育てる。 

◎ 思いやりがありよく協力し責任を果たす生徒に育てる。 

◎ 心身共にたくましく生きる生徒に育てる。 

学力に関する目指す生徒像 

・学ぶことに興味・関心をもち、主体的に学ぼうとする生徒 

・他者の考えと比較し、話し合うことで、違いや共通点を見い出し、自らの取り組みをより良いもの

にしようとする生徒 

・授業を通して学んだことを、論理的に整理，定着させ、さらなる探求活動を行おうとする生徒 
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論理的思考力をもち、主体的に学ぼうとする生徒の育成 

【単元計画のチェックシート】 
 
□単元のゴールを明確に見据えて、毎時間のねらい

を設定した 

□単元のどの場面で学び合いの場面を設定するか

考え、計画的に配置した 

□「主体的に学習に取り組む態度」を育成、評価でき

るように授業を工夫した 

□振り返りシートを工夫した 

  ①わかったこと  ②思ったこと  ③新たな疑問  

【毎授業のチェックシート】 
 
□本時のねらいを提示した 

□自ら問いを見い出せるように教材や発問を

工夫した 

□学び合いが充実するような対話的な学習を

取り入れた 

□自分の思考を表現する場面を設定した 

□自ら学習を、ねらいと照らし合わせて振り返

る場面を設定した  

主体的な学び 

〇ねらいの明確化 

〇個別最適な学習課題 

〇学びの振り返り 

対話的な学び 

〇協働学習での問題解決 

〇自己の思考の表現 

〇ICTの活用 

深い学び 

〇身につける力の焦点化 

〇自己の変容の具体的認識 

〇新たな課題の発見 

＜授業のポイント＞ 


